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は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
）
の
脅
威
が

ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
二
〇
二
二
年
を
迎
え
た
。
日
本
国
内

で
は
、
一
旦
落
ち
着
い
て
い
る
か
と
思
え
た
感
染
拡
大
も
、

こ
こ
に
来
て
第
六
波
の
入
り
口
に
差
し
掛
か
っ
た
と
い
わ
れ
、

海
外
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
や
デ
ル
タ
株
が
猛
威
を
奮
っ
て

い
る
。
死
者
が
目
の
前
に
溢
れ
る
よ
う
な
惨
状
は
あ
り
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
行
動
は
、
控

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
近
世
、
近
代

初
頭
の
コ
レ
ラ
、
古
代
の
天
然
痘
な
ど
の
感
染
症
の
蔓
延
は
、

日
に
日
に
死
者
が
増
加
し
、
人
口
密
集
地
で
は
ま
さ
に
地
獄

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

一
方
で
、
現
代
の
感
染
症
は
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
量
産
な
ど
で
過
去
に
繰
り
返
さ
れ
た
よ

う
な
惨
状
は
免
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
行
動
制
限

に
よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
が
、
特
に
社
会
的
弱
者
に
と
っ
て

脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く
社
会
が
つ
な
が
っ

て
い
る
成
熟
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
経
済
社
会
に
お
い

て
は
、
目
に
見
え
な
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
が
、
先
の
見

え
な
い
こ
と
へ
の
不
安
、
そ
こ
か
ら
わ
き
起
こ
る
恐
怖
へ
と

連
鎖
し
て
い
る
。

近
代
以
前
に
は
、
感
染
症
以
外
に
も
、
戦
乱
や
飢
饉
な
ど

が
頻
繁
に
起
こ
り
、
不
安
定
な
世
の
中
が
続
い
た
と
想
像
さ

れ
る
が
、
民
衆
は
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
お
堂
が
、
大
津
市
仰
木
地
区
下
仰

木
に
あ
る
「
十
王
堂
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
閻
魔
王
を
中

心
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
十
王
思
想
に
基
づ
く

「
十
王
」
の
木
像
が
並
び
、
ま
た
、
地
獄
が
描
か
れ
た
掛
け

軸
（
三
幅
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
十
王
堂
に
お
け
る
民
俗
行
事
を
検
証
す

る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
集
落
の
暮
ら
し
を
眺
め

つ
つ
、
厄
難
を
乗
り
超
え
て
き
た
知
恵
を
探
っ
て
み
た
い
。

Name:
Kenji KATOH

Title:
“Juou-do” in Shimoogi: The Role Played by Local Temples

Summary:
In the Ogi district of Otsu City, there is a temple called “Juou-do” which enshrines the Ten 
Kings, judges who decide the fate of the dead based on their actions during their lifetimes. 
While unraveling the tradition of the Thirteen Buddhas (a belief peculiar to Japan that is 
accompanied by memorial services for the repose of the deceased) from that of the Ten Kings, 
we consider the significance and role of the temples and the community of people who gather 
there.

写真 2　十王堂内部

写真 1　下仰木十王堂外観
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第
一
章
　
下
仰
木
「
十
王
堂
」

（
一
）
下
仰
木
「
十
王
堂
」
と
東
光
寺
の
歴
史

大
津
市
仰
木
地
区
下
仰
木
に
あ
る
「
十
王
堂
」
は
、
大
津

市
仰
木
七
丁
目
二
－
一
に
位
置
す
る
。
県
道
三
一
三
号
線
に

面
し
、
現
在
の
仰
木
地
区
の
東
の
入
り
口
に
あ
た
る
。

堂
内
に
は
、
正
面
に
ひ
と
き
わ
大
き
な
閻
魔
王
が
鎮
座
し
、

そ
の
左
右
に
秦
広
王
、
初
江
王
、
宋
帝
王
、
五
官
王
、
変
成

王
、
泰
山
王
、
平
等
王
、
都
市
王
、
五
道
転
輪
王
の
い
わ
ゆ

る
十
王
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
そ
こ
に
は
、
三
途
の

川
で
亡
者
の
衣
服
を
は
ぎ
取
る
奪だ
つ

衣え

婆ば

と
、
亡
者
の
罪
状
を

読
み
上
げ
、
判
決
文
を
記
録
す
る
書
記
官
で
あ
る
司し

録ろ
く

と
司し

命み
ょ
う

が
並
ん
で
い
る
。

以
前
、
こ
の
お
堂
を
見
学
し
た
時
に
は
、
地
獄
絵
が
描
か

れ
た
掛
け
軸
三
幅
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
お
盆
の
時
期
に
は
、

大
勢
の
地
域
の
人
々
が
こ
こ
を
訪
れ
、
閻
魔
王
の
前
で
、
地

獄
絵
の
絵
解
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
伺
っ
た
。

今
回
、
こ
の
十
王
堂
の
沿
革
を
知
る
た
め
、
下
仰
木
地
区

の
檀
那
寺
で
あ
る
霊
雲
山
東
光
寺
の
住
職
で
あ
る
志
井
浩
順

氏
を
訪
ね
た
。

志
井
住
職
に
よ
る
と
、
十
王
堂
は
確
か
に
東
光
寺
と
の
深

い
関
わ
り
を
持
つ
が
、
開
基
に
つ
い
て
は
、
そ
の
言
い
伝
え

も
含
め
て
、
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
の
建
物
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
下
仰
木
の
住
民
有
志
に

よ
っ
て
建
て
替
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
、
古
老
の

話
に
よ
る
と
、か
つ
て
の
お
堂
は
茅
葺
で
、堂
内
は
煤す
す

で
真
っ

黒
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

明
治
期
に
記
さ
れ
た
仰
木
村
誌
に
は
、
東
光
寺
の
沿
革
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
王
堂
の
横
に
「
無
縫
塔 

［
註
１
］」
と
呼
ば
れ
る
塔
の
頭
の
部

分
が
丸
く
な
っ
て
い
る
僧
侶
の
墓
石
が
数
個
並
ん
で
い
る
。

か
つ
て
、
こ
の
お
堂
は
、
住
職
が
い
る
お
寺
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

仰
木
村
誌
に
よ
る
と
、
東
光
寺
は
、
国
宝
の
六
道
絵
十
五

幅
を
所
蔵
す
る
大
津
市
比
叡
辻
の
聖
衆
来
迎
寺
の
末
寺
で
、

真
玄
上
人
の
開
基
で
あ
る
。
真
玄
上
人
は
、
文
亀
元
年
（
一

五
〇
一
）
に
生
ま
れ
、
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
の
秋
に

十
九
歳
に
し
て
剃
髪
受
戒
し
、
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
の

秋
に
来
迎
寺
に
入
山
。
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
寂

す
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
類
推
す
る
と
、
東
光
寺

は
享
禄
年
間
（
一
五
二
八

〜
）
あ
る
い
は
、
天
文
年

間
（
一
五
三
二
〜
）
頃
の

草
創
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

東
光
寺
は
中
世
の
草
創

で
あ
る
が
、
開
基
で
あ
る

真
玄
上
人
以
降
、
記
録
に

残
る
範
囲
で
盛
祐
、
盛
久
、

盛
音
、
盛
性
、
道
覚
、
曳

久
、
鎮
舜
、
円
照
、
寂
忍
、

諦
忍
、
理
善
、
理
定
、
理

性
、
戒
定
、
真
栄
、
覚
秀
、

惠
順
、
圓
定
、
そ
し
て
現

在
の
住
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
特
に
、
中
興
と
い
わ
れ
る

曳
久
の
次
々
代
の
円
照
の
時
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
、

台
所
普
請
と
し
て
庫
裡
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
次
の
住
職
で

あ
る
寂
忍
上
人
に
は
、
後
述
す
る
「
首
切
地
蔵
」
の
伝
説
が

伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
お
そ
ら
く
十
八
世
紀
の
江
戸
時
代
中
期

頃
か
ら
、
東
光
寺
を
は
じ
め
、
十
王
堂
の
行
事
な
ど
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）�

首
切
地
蔵

現
在
、
県
道
三
一
三
号
線
に
接
す
る
、
東
光
寺
の
門
前
に

「
首く
び

切き
り

地じ

蔵ぞ
う

」
と
呼
ば
れ
る
石
仏
が
、
東
に
向
い
て
安
置
さ

れ
て
い
る
。
十
代
目
の
住
職
で
あ
る
寂
忍
上
人
が
発
願
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、『
ふ
る
さ
と
仰
木
－
古
老
が
語

る
－
』
の
「
首
切
地
蔵 

［
註
２
］」
の
項
を
見
て
み
る
と
、
寂
忍

写真 3　�十王堂の地獄絵（三幅の掛軸）と獄
ごく

卒
そつ

・業
ごうの

秤
はかり

・善
ぜん

悪
あく

人
にん

頭
ず

杖
じょう

の
木像　倉田成博氏撮影

写真 4　十王堂横の「無縫塔」と呼ばれる僧侶の墓石

51 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第 11 号



上
人
の
時
代
に
、
仰
木
と
堅
田
を
結
ぶ
旧
道
が
あ
り
、
仰
木

集
落
の
村
人
が
堅
田
で
米
を
販
売
し
て
の
帰
り
に
、
そ
の
金

品
を
狙
っ
て
頻
繁
に
追
い
は
ぎ
が
出
た
と
い
う
。
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
に
寂
忍
上
人
が
入
寂
さ
れ
た
時
、
遺
言
と
し
て
、

追
い
は
ぎ
を
改
心
さ
せ
る
、
ま
た
仰
木
の
村
人
の
気
持
ち
を

和
ま
せ
る
た
め
に
も
、
地
蔵
さ
ま
を
安
置
す
る
よ
う
に
と
伝

え
残
し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
仰
木
か
ら
堅
田
へ
向

か
う
旧
道
に
安
置
さ
れ
た 

［
註
３
］。

そ
の
地
蔵
さ
ま
が
、
あ
る
と
き
台
風
で
、
裏
の
天
神
川
に

落
ち
て
首
が
離
れ
て
し

ま
っ
た
。
元
の
位
置
に
一

旦
は
戻
し
、
首
を
そ
の
上

に
乗
せ
た
。
そ
の
場
に
追

い
は
ぎ
が
出
る
と
、
不
思

議
な
こ
と
に
そ
の
首
が
ど

す
ん
と
下
に
落
ち
た
と
い

う
。
追
い
は
ぎ
は
驚
い
て

そ
の
場
を
去
っ
た
の
で
、

そ
の
後
に
身
代
わ
り
地
蔵

な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
で
は
「
首
切

地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
位
置
に
堅
田
方
面
を
向
い
て
佇

ん
で
い
る
。

伝
説
は
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
地
蔵
石
仏
は
、

境
界
を
守
護
す
る
と
い

う
信
仰
も
あ
り
、
ま
た
、

十
王
信
仰
の
中
の
閻
魔

王
と
習
合
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
仰
木

集
落
の
東
の
入
り
口
に

あ
た
る
下
仰
木
集
落
の

位
置
と
、
閻
魔
王
が
主

尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る

十
王
堂
の
存
在
と
の
関

連
な
ど
も
気
に
な
っ
て

く
る
。
追
い
は
ぎ
や
、

悪
党
ば
か
り
で
な
く
、

疫
病
の
侵
入
も
防
い

で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
章
で
は
、
十
王

信
仰
を
中
心
に
地
獄

の
思
想
や
地
蔵
尊
に

つ
い
て
も
ま
と
め
て

み
た
い
。

第
二
章
　
十
王
信
仰
と
十
三
仏
信
仰

（
一
）
十
王
信
仰

十
王
信
仰
は
、
中
国
で
仏
教
と
民
間
信
仰
で
あ
る
道
教
が

混
ざ
っ
て
起
こ
り
、
唐
の
時
代
の
半
ば
か
ら
後
期
に
か
け
て

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
十
王
信
仰
は
、
仏
教
の
伝

説
に
よ
る
と
、
道
明
と
い
う
僧
侶
が
冥
界
に
入
っ
て
「
十
王

経
」
を
感
得
し
た
と
い
わ
れ
、『
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』

に
説
か
れ
て
い
る
。
道
教
で
は
人
が
死
を
迎
え
る
と
、
冥
界

に
存
在
す
る
十
殿
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
巡
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
十
の
殿
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
王
」
が
居
て
、
冥
界
に
訪
れ

た
死
者
の
生
前
に
犯
し
た
罪
を
裁
い
て
い
き
、
死
者
は
そ
れ

を
償
っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
教
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
王
に
真
君
名
を
付
け
て
身
近
な
神
の
存
在
と
し
た
。

十
殿
に
居
る
王
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

初
七
日
・
秦し
ん

広こ
う

王
・
太
素
妙
広
真
君

二
七
日
・
初し
ょ

江こ
う

王
・
陰
徳
定
休
真
君

三
七
日
・
宋そ
う

帝て
い

王
・
洞
明
普
静
真
君

四
七
日
・
五ご

官か
ん

王
・
玄
徳
五
霊
真
君

五
七
日
・
閻え
ん

魔ま

王
・
最
勝
輝
霊
真
君

六
七
日
・
変へ
ん

成じ
ょ
う王
・
宝
粛
昭
成
真
君

七
七
日
・
泰た
い

山ざ
ん

王
・
玄
徳
妙
成
真
君

百
箇
日
・
平び
ょ
う等ど
う王
・
無
上
正
度
真
君

一
周
忌
・
都と

市し

王
・
飛
魔
演
慶
真
君

三
回
忌
・
五ご

道ど
う

転て
ん

輪り
ん

王
・
五
化
威
霊
真
君 

［
註
４
］

と
呼
ば
れ
、
秦
広
王
か
ら
泰
山
王
ま
で
は
、
死
後
七
日
ご
と

写真 8　�仰木に通じる新しい道路と明治 26 年の改修記
念碑。旧道はこの道路の設置以降、徐々に使わ
れなくなっていった

写真 7　�今は使われていない湖西道路を渡る歩道橋。　
この橋を堅田方面に渡る手前（写真の右手）
に首切地蔵が安置されていたという

写真 6　��かつて首切地蔵が安置されていた仰木から�
堅田へ抜ける旧道

写真 5　東光寺門前の�
首切地蔵
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に
殿
を
訪
ね
て
王
の
裁
き
を
受
け
、
そ
の
後
は
、
百
日
後
、

一
年
後
、
三
年
後
と
い
う
機
会
に
殿
を
巡
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
『
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』
と
い

う
仏
教
経
典
に
は「
預
修
」
と
い
う
文
字
が
見
え
、
こ
れ
は
、

こ
の
世
に
残
さ
れ
た
人
々
が
追
善
の
た
め
に
供
養
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
本
人
が
自
分
の
た
め
に
生
前
、
予

あ
ら
か
じ

め

良
い
裁
き
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
概
ね
月
に
二
回
、
十
王
に
祈
願
す
る
こ
と
で
十

王
の
審
判
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
十
王
信
仰
は
、
中
国
の
民
間
信
仰
で
あ
る

道
教
が
そ
の
発
端
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
の
信

仰
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
と
、
日
本
の
仏
教
と
習
合
し
つ
つ
、

よ
り
活
発
に
民
間
信
仰
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
日
本
に
お
け
る
十
三
仏
信
仰

先
述
の
『
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』
が
日
本
に
入
っ
て
く

る
と
、
鎌
倉
時
代
の
始
め
頃
か
ら
仏
教
的
な
展
開
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁

十
王
経
』
な
る
経
典
が
書
か
れ
、
そ
こ
に
は
十
王
に
そ
れ
ぞ

れ
本
地
仏
と
し
て
仏
の
名
前
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
し
て
仏
教
の
中
で
、
十
仏
事
と
し
て
の
追
善
供

養
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

初
七
日
・
秦
広
王
・
不
動
明
王

二
七
日
・
初
江
王
・
釈
迦
如
来

三
七
日
・
宋
帝
王
・
文
殊
菩
薩

四
七
日
・
五
官
王
・
普
賢
菩
薩

五
七
日
・
閻
魔
王
・
地
蔵
菩
薩

六
七
日
・
変
成
王
・
弥
勒
菩
薩

七
七
日
・
泰
山
王
・
薬
師
如
来

百
箇
日
・
平
等
王
・
観
音
菩
薩

一
周
忌
・
都
市
王
・
勢
至
菩
薩

三
回
忌
・
五
道
転
輪
王
・
阿
弥
陀
如
来

そ
し
て
、
室
町
時
代
の
は
じ
め
に
な
る
と
、
十
三
仏
事
と

し
て
展
開
さ
れ
る
。「
弘
法
大
師
逆
修
日
記
事
」（『
弘
法
大

師
全
集
』
五
）
に
よ
る
と
、
逆
修
（
自
分
の
た
め
に
生
前
、

予
め
良
い
裁
き
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
）

を
行
う
日
と
関
連
づ
け
て
、
阿
閦
如
来
（
七
回
忌
）、
大
日

如
来
（
十
三
回
忌
）、
虚
空
蔵
菩
薩
（
三
十
三
回
忌
）
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。

「
弘
法
大
師
逆
修
日
記
事
」
に
は
、
そ
の
題
の
通
り
、「
預

修
」、「
逆
修
」
を
す
る
日
を
中
心
に
十
三
仏
事
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
逆
修
は
回
数
や
間
隔
は
別
と
し
て
、

平
安
貴
族
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
追
善
供
養
も

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
十
三
仏
を
本
尊
と

す
る
追
善
供
養
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
か
ら

南
北
朝
時
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
室
町
期
に
至
っ
て
は
か

な
り
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
石
造
の
十
三
仏
等
の
遺

物
か
ら
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る 
［
註
５
］。
さ
ら
に
江
戸
時
代

に
は
全
国
的
に
庶
民
に
定
着
し
、
全
国
各
地
の
寺
院
に
十
王

堂
や
閻
魔
堂
が
現
存
し
て
お
り
、
屋
外
に
は
石
仏
の
十
王
像

が
、
十
王
堂
内
に
は
木
造
の
十
王
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
や
四
国
八
十

八
ヶ
所
の
遍
路
、
そ
の
他
の
観
音
巡
り
な
ど
に
準
じ
て
、
昭

和
五
十
年
代
か
ら
平
成
十
五
年
に
か
け
て
、
全
国
二
十
箇
所

の
十
三
仏
霊
場
巡
り
が
開
創
さ
れ
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
る 

［
註
６
］。

（
三
）
日
本
に
お
け
る
閻
魔
王
と
地
獄
と
地
蔵
菩
薩
の
信
仰

日
本
に
お
け
る
閻
魔
王
、
地
獄
、
地
蔵
菩
薩
と
い
う
と
、

浄
土
教
思
想
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
』第
七
号「
里

山
の
民
間
信
仰　

―
仰
木
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
―
」
と
い

う
論
考
で
、
筆
者
は
仰
木
の
地
名
の
由
来
（
横
川
の
霊
木
を

仰
ぎ
見
る
）
と
な
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
の
北
方
「
横
川
」
の

地
に
お
い
て
、
慈
恵
大
師
良
源
（
元
三
大
師
）（
九
一
二
〜

九
八
五
）
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二

〜
一
〇
一
七
）
が
、
浄
土
関
係
の
仏
説
や
諸
論
、
経
典
か
ら
、

地
獄
や
極
楽
浄
土
に
関
す
る
記
事
を
拾
い
集
め
、『
往
生
要

集
』
を
執
筆
し
、「
厭
離
穢
土
」「
欣
求
浄
土
」
を
訴
え
た
こ

と
に
始
ま
る
と
述
べ
て
い
る
。

源
信
は
、「
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
間
・

天
）」
と
い
う
魂
が
転
生
す
る
と
い
う
六
つ
の
世
界
を
解
説

し
、
特
に
「
地
獄
」
の
記
述
に
重
点
が
注
が
れ
た
。『
倶
舎
論
』

に
従
っ
て
、
等
活
、
黒
縄
、
衆
合
、
叫
喚
、
大
叫
喚
、
焦
熱
、

大
焦
熱
、
阿
鼻
の
八
大
地
獄
か
ら
書
き
始
め
、
凄
惨
な
る
地

獄
の
恐
ろ
し
さ
を
文
字
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
元

と
な
っ
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
文
字
通
り
「
六
道
絵
」
や
「
地

獄
絵
」
な
ど
の
絵
画
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
字

を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
一
般
庶
民
に
ま
で
そ
の
恐
ろ
し
さ

が
伝
わ
っ
た 

［
註
７
］。

以
後
、
室
町
期
か
ら
江
戸
期
に
な
る
と
、
熊
野
比
丘
尼
と

呼
ば
れ
る
勧
進
尼
僧
が
、
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅 

［
註
８
］

を
携
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え
、
全
国
を
行
脚
し
た
。
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
に
は
、
六

道
の
世
界
と
と
も
に
、
亡
者
が
獄
卒
に
様
々
な
責
め
苦
を
受

け
る
地
獄
の
凄
惨
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
亡
者
の
生
前

の
悪
事
は
、
浄じ
ょ
う

玻は

璃り
の

鏡か
が
み

に
写
し
出
さ
れ
そ
れ
を
見
て
閻
魔

王
が
裁
き
を
加
え
て
六
道
の
行
き
場
が
決
定
さ
れ
る
。
熊
野

比
丘
尼
は
こ
の
よ
う
な
物
語
を
「
事
実
」
で
あ
る
か
の
よ
う

に
、
臨
場
感
の
あ
る
絵
解
き
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

十
界
曼
荼
羅
の
中
に
描
か
れ
る
も
の
の
中
で
特
筆
す
べ
き

は
、
僧
形
の
地
蔵
菩
薩
の
姿
で
あ
る
。
地
蔵
菩
薩
は
複
数
登

場
し
、
い
ず
れ
も
地
獄
に
落
ち
た
亡
者
を
救
う
菩
薩
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。

源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
は
、
日
常
的
に
阿
弥
陀
仏
を
熱

心
に
拝
ん
で
い
る
も
の
は
、
死
後
六
道
輪
廻
転
生
か
ら
逃
れ
、

極
楽
浄
土
へ
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

都
に
暮
ら
す
貴
族
や
武
士
階
級
、
ま
た
商
人
な
ど
は
、
時
間

や
お
金
を
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
作
善
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
中
世
以
降
の
百
姓
や
職
人
、
殺
生
を
生
業
と
す
る

漁
師
な
ど
の
民
衆
（
庶
民
）
は
、
生
ま
れ
て
亡
く
な
る
ま
で

の
年
月
に
仏
教
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
に
殺
生
な
ど

仏
門
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
前

提
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
で
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
経
文
を
唱
え
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
写
す
こ
と
、
仏
像

に
向
か
っ
て
拝
む
こ
と
な
ど
の
作
善
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
ら
庶
民
の
心
を
救
う
に
は
、
地
獄
に
一
旦
落
ち
て

も
救
っ
て
く
れ
る
地
蔵
菩
薩
を
独
立
さ
せ
て
信
仰
す
る
必
然

性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
世
初
期
に
は
こ
の
よ
う
な
仏
教
説
話
が
、
横
川
か
ら

下
っ
た
浄
土
教
家
で
あ
る
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
近

世
以
降
は
熊
野
比
丘
尼
な
ど
の
勧
進
僧
が
、
地
獄
絵
の
絵
解

き
を
通
じ
て
、
既
に
殺
生
を
し
て
い
る
庶
民
の
心
を
救
い
、

作
善
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
を
し
な
が
ら
、
信
仰
を
広
め
、
勧

進
僧
と
し
て
の
生
業
を
続
け
た
と
想
像
で
き
る
の
で
あ

る 

［
註
８
］。

第
三
章
　
十
王
堂
に
見
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
一
）
下
仰
木
の
十
王
堂
に
集
ま
る
人
々

下
仰
木
の
十
王
堂
に
は
、
地
獄
が
描
か
れ
た
掛
け
軸
が
三

幅
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
下
仰
木
の
自
治
会
長
が
保
管

さ
れ
て
お
り
、
年
に
一
度
、
八
月
十
六
日
の
盆
行
事
の
時
に

堂
内
に
掛
け
ら
れ
る
。

掛
け
軸
は
、
表
装
も
比
較
的
新
し
く
、
絵
画
部
分
の
剥
落

な
ど
も
な
く
、
内
容
が
し
っ
か
り
と
見
え
る
状
態
で
あ
る
の

で
、
江
戸
時
代
の
後
半
か
、
明
治
以
降
に
制
作
さ
れ
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。
今
回
、
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
東
光

寺
の
世
話
方
で
あ
る
山
村
修
三
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

山
村
氏
が
子
供
の
頃
か
ら
、
こ
の
十
王
堂
は
「
じ
ょ
う
ど
」

と
呼
ば
れ
、
本
当
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
場

所
で
あ
っ
た
。
浄
玻
璃
の
鏡
や
、
罪
を
秤
る
天
秤
棒
、
悪
と

善
を
見
極
め
る
二
つ
の
顔
の
作
り
も
の
な
ど
も
、
お
盆
に
は

出
さ
れ
、
掛
け
軸
の
前
で
、
地
獄
に
詳
し
い
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
の
絵
解
き
を
聞
い
て
震
え
上
が
っ
た
と
い
う
。

地
獄
の
存
在
を
信
じ
て
、
行
い
を
正
す
機
会
と
な
っ
て
い
た

の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
じ
ょ
う
ど
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
は
、「
十
王
堂
＝
じ
ゅ

う
お
う
ど
う
」
が
省
略
さ
れ
「
じ
ょ
う
ど
」
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
閻
魔
王
と
並
ん
で
極
楽
浄
土
の
中
心
仏
で
あ
る

金
色
の
阿
弥
陀
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
極
楽
浄

土
」
を
意
味
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
十
王
堂
を
月
に
一
回
利
用
し
て
い
る
集
ま
り
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
四
年
（
二
〇

二
二
）
一
月
十
六
日
に
下
仰
木
の
観
音
講
を
取
材
し
た
。

（
二
）
下
仰
木
の
観
音
講

下
仰
木
の
観
音
講
は
、
東
光
寺
飛
地
境
内
の
観
音
堂
に
祀

ら
れ
て
い
る
千
手
観
世
音
菩
薩
を
信
仰
す
る
講
と
し
て
古
く

か
ら
あ
り
、
現
在
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
が
主
宰
す
る
叡え
い

山ざ
ん

講こ
う

福ふ
く

聚じ
ゅ

教き
ょ
う

会か
い

に
所
属
し
て
い
る
。

こ
の
叡
山
講
福
聚
教
会
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
精
神
的
に

も
経
済
的
に
も
厳
し
い
時
代
（
昭
和
二
十
五
年
）
に
、
精
神

の
安
寧
と
、
真
の
信
仰
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
結
成
さ
れ
た

と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
観
音
講
は
、
現
在
十
三
名
の
女
性
た
ち
が
所

属
。
年
齢
は
六
十
代
か
ら
八
十
歳
過
ぎ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

五
年
前
ま
で
は
、
二
十
三
名
と
い
う
人
数
だ
っ
た
が
、
観
音

写真 9　�ミウラ折り熊野観心十界曼荼羅　
方丈堂出版。熊野比丘尼はこの
ように、一枚の曼荼羅を折って
携行し、全国を歩いて布教した。
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堂
の
秘
仏
千
手
観
世
音
菩
薩
（
国
重
要
文
化
財
）
の
中な
か

開が
い

帳ち
ょ
う

（
二
〇
一
八
年
）
を
機
会
に
高
齢
者
が
退
会
さ
れ
た
と

い
う
。

活
動
は
、
毎
月
十
日
に
、
東
光
寺
飛
地
境
内
の
観
音
堂
に

て
御
詠
歌
を
奉
納
す
る
こ
と
と
、
十
六
日
に
十
王
堂
で
同
じ

く
御
詠
歌
を
奉
納
す
る
こ
と
で
、
月
に
二
回
必
ず
集
ま
っ
て

約
二
時
間
、
お
経
を
唱
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
三
十
三
観

音
霊
場
の
御
詠
歌
を
詠
唱
し
、
最
後
に
回
向
・
祈
願
で
締
め

る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
二
二
年
一
月
十
六
日
の
観
音
講
に
参
加
さ
れ
て
い
た

七
名
の
講
員
に
話
を
伺
っ
た
。

「
約
五
十
年
前
に
対
岸
の
守
山
か
ら
こ
こ
下
仰
木
に
嫁

い
で
来
ま
し
た
。
先
祖
代
々
こ
の
十
王
堂
を
大
切
に
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
我
々
も
い
ず
れ
は

死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
観
音
講
で
お
経

を
あ
げ
る
な
ど
し
な
が
ら
、
仏
様
に
あ
や
か
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
正
直
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
続

け
て
い
ま
す
。」

「
私
は
下
仰
木
の
出
身
で
す
。
幼
い
時
は
、
こ
の
『
十

王
堂
』
の
こ
と
を
『
じ
ょ
う
ど
』
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

お
盆
に
な
る
と
こ
の
お
堂
に
入
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に

は
閻
魔
さ
ん
が
い
て
地
獄
の
裁
き
を
さ
れ
、
ま
た
そ
の

地
獄
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
嘘
を
つ
い
た
り
、

動
物
を
殺
し
た
り
、
も
の
を
盗
っ
た
り
す
る
と
地
獄
に

落
ち
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
場
所

で
し
た
。
こ
う
い
う
場
所
、
行
事
は
絶
や
す
こ
と
な
く

残
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

「
高
島
市
の
琵
琶
湖
畔
で
生
ま
れ
育
ち
、
こ
の
下
仰
木

に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。
姑
さ
ん
（
義
母
）
が
こ
の
観
音

講
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
観
音
講
の
メ
ン
バ
ー
と

知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
早
い
段
階
で
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

「
下
仰
木
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
昔
は
、
下
仰
木
集
落
の

人
が
亡
く
な
る
と
、
お
通
夜
を
家
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
観
音
講
の
皆
さ
ん
が
来
ら
れ
て
、
ご
詠
歌
を
詠

わ
れ
ま
す
。
今
は
葬
儀
場
で
行
う
の
で
そ
の
風
習
は
ほ

ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
今

の
観
音
講
は
大
切
な
集
ま
り
で
す
。
し
っ
か
り
維
持
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

「
姑
さ
ん
が
観
音
講
に
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
時

は
、
講
の
お
世
話
な
ど
が
あ
り
、
か
た
わ
ら
で
見
て
い

て
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
観
音
講

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。観
音
講
で
は
、月
二
回
、ほ
ぼ
二
時
間
に
わ
た
っ

て
ご
詠
歌
を
大
き
な
声
で
詠
い
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
は
健

康
に
と
っ
て
も
本
当
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
、
積
極
的

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。」

「
雄
琴
の
千
野
集
落
か
ら
こ
こ
に
来
ま
し
た
。
当
時
の

観
音
講
は
、
人
間
関
係
の
難
し
さ
な
ど
も
あ
り
、
参
加

す
る
の
は
ど
う
か
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
、
仏
様
の
前
で
純
粋
に
拝
む
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

「
仏
事
な
ど
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
観

音
講
に
入
っ
て
か
ら
、『
お
逮
夜
』
の
意
味
や
、『
初
七

日
』
や
『
四
十
九
日
』、『
百
箇
日
』
な
ど
の
追
善
供
養

の
意
味
な
ど
を
知
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
の

行
事
の
大
切
さ
な
ど

を
知
り
ま
し
た
。
お

経
も
唱
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、

早
く
に
家
族
を
亡
く

し
て
い
る
私
に
と
っ

て
は
こ
の
観
音
講
の

存
在
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。」

そ
れ
ぞ
れ
講
に
対
す
る

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

仏
具
、
絵
画
な
ど
の
モ
ノ
や
風
習
、
教
え
（
思
想
）
な
ど
、

仏
教
を
中
心
と
し
た
古
き
良
き
日
本
文
化
に
触
れ
、
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
が
暮
ら
す
地
域
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
、

精
神
的
、
肉
体
的
に
健
康
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
必
要
だ
と
さ
れ
る
要
素
を
そ
こ
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
光
寺
の
志
井
住
職
に
も
同
席
い
た
だ
い
た
の
で
一
言
お

話
い
た
だ
い
た
。

「
現
代
は
様
々
な
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
か
な

か
ご
詠
歌
を
詠
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
方

が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
中
に
は
こ
れ
か 写真 10　観音講の様子
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ら
ご
詠
歌
を
詠
い
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
、

そ
の
よ
う
な
方
に
は
月
に
二
回
程
度
で
す
が
練
習
会
を

東
光
寺
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
詠

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
観
音
講
に
入
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
、
こ
れ
か
ら
も
観
音
講
を
続
け
て
ほ
し
い
と
願
う
大
切
な

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

（
三
）�

十
王
堂
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
　
今
日
の
追
善
供
養

の
あ
り
方

さ
て
、
も
う
一
度
こ
の
「
十
王
堂
」
と
い
う
場
所
に
つ
い

て
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
王
堂
は
故
人
の
魂
の
行
末

を
願
っ
て
十
王
の
審
判
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る

た
め
の
追
善
供
養
と
、
十
王
を
予
め
拝
ん
で
お
い
て
、
自
分

の
未
来
に
祈
願
す
る
逆
修
と
い
う
二
つ
の
仏
事
に
関
わ
る
象

徴
的
な
お
堂
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
仏
事
を
現
代
に
お
い
て
如
何
に
考
え
る
べ
き

か
が
、
現
代
の
寺
院
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

僧
侶
で
現
代
の
宗
教
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
松
崎
慈
恵
は
、

著
書
の
中
で
「
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
数
百
年
間
、
十
三
仏

を
本
尊
と
し
て
追
善
供
養
を
行
っ
て
き
た
伝
統
の
意
義
を
軽

ん
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
た
だ
単
に
今
ま
で
ど
お
り

続
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
人
び
と
が
そ
れ
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
あ
ら
た
め
て
現
代
に
お
い
て
そ
の

意
義
や
役
割
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

語
っ
て
い
る
。
十
王
経
や
源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
語
ら
れ

た
地
獄
の
存
在
は
、確
か
に
十
三
仏
信
仰
が
定
着
し
、広
が
っ

た
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
庶
民
が
信
じ

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
十
王
や
十
三
仏
信
仰
に
必
然
性
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
に
生
き
る
人
々
が
ど
の
く
ら
い
地

獄
の
臨
場
感
を
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
十
三
仏
に
つ
い

て
伝
統
的
な
こ
と
だ
け
を
説
い
て
も
、
法
事
（
追
善
供
養
）

を
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」（
統
計
数
理
研
究
所
、
二
〇
〇

八
）
の
調
査
に
よ
る
と
、「
あ
の
世
」
を
信
じ
る
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て「
信
じ
る
」と
答
え
た
人
は
三
十
八
％
で
あ
っ

た
。「
決
し
て
無
い
」「
た
ぶ
ん
無
い
と
思
う
」
が
四
十
四
％

で
あ
り
、
半
数
以
上
の
人
々
は
間
違
い
な
く
追
善
供
養
の
意

義
を
そ
の
ま
ま
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
方
で
、
興
味
深
い
報
告
も
あ
る
。
日
本
社
会

に
お
い
て
近
代
化
、
産
業
化
が
進
み
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機

能
分
化
が
深
化
す
る
と
、
個
人
主
義
や
核
家
族
化
な
ど
に

よ
っ
て
伝
統
的
な
風
習
や
祭
祀
機
能
が
衰
え
て
い
く
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
孝
本
貢
の
著
書
に
よ
る
と
、

先
祖
祭
祀
の
風
習
に
つ
い
て
各
種
世
論
調
査
の
結
果
、「
年

に
一
、
二
回
程
度
は
墓
参
り
を
し
て
い
る
」
と
い
う
比
率
が
、

一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
六
十
％
か
ら
七

十
％
と
安
定
し
、
微
増
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
家
」
と
い
う
文
化
的
価
値
か
ら

湧
き
出
る
先
祖
祭
祀
は
、
一
部
の
社
会
条
件
の
変
化
に
よ
っ

て
失
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
普
遍
的
要

素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
祖
父
母
、
親
兄
弟
な
ど
近
し
い

物
故
者
へ
の
「
思
慕
」
に
基
づ
く
意
識
の
変
容
、
も
う
一
つ

は
、
先
祖
祭
祀
を
義
務
と
す
る
よ
う
な
新
宗
教
の
現
れ
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る 

［
註
８
］。

と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
十
王
堂
に
見
ら
れ
る
十
王
の

裁
き
や
十
三
仏
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
追
善
供
養
は
、
葬
儀
の
日

に
初
七
日
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
や
、
そ
の
次
の
供
養
は
四

十
九
日
の
忌
明
け
ま
で
省
略
さ
れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
る
。
伝
統
的
祭
祀
は
残
し
つ
つ
も
合
理
的
に
行
わ
れ
て
い

る
事
実
が
あ
り
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
が
伝
統
的
祭
祀
の
省
略

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

や
は
り
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
追
善
供
養
の
あ
り

方
や
考
え
方
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
王
や
十
三
仏
信
仰
、
す
な
わ
ち
追
善
供
養
は
、
日
本
特

有
の
祖
霊
信
仰
と
仏
教
の
輪
廻
転
生
が
融
合
し
た
考
え
方
か

ら
生
ま
れ
た
祭
祀
で
あ
り
、
現
代
風
に
い
え
ば
死
者
の
魂
と

つ
な
が
る
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
え
よ

う
か
。
だ
が
、
そ
の
祭
祀
の
現
場
、
す
な
わ
ち
寺
院
で
法
事

が
行
わ
れ
て
い
る
場
面
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
普
段
出
会
う

こ
と
が
あ
ま
り
無
い
親
戚
縁
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
、

亡
く
な
っ
た
人
物
の
魂
を
弔
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
仏
事

が
終
わ
れ
ば
、
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
た
親
類
を
そ
の
ま
ま
帰

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
場
所
を
変
え
て
会

食
が
行
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
会
食
で
は
物
故
者
を

追
慕
す
る
話
か
ら
始
ま
る
が
、
あ
と
は
懐
か
し
い
話
や
楽
し

い
近
況
報
告
の
時
間
に
な
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
血
縁
で
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
の
で
あ
る
。

あ
る
一
人
の
故
人
の
一
周
忌
が
営
ま
れ
た
翌
年
は
、
違
う

親
類
の
三
回
忌
が
営
ま
れ
る
な
ど
し
、
年
に
数
回
そ
の
機
会

（
法
事
）
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
法
事
で
は
な
く
葬
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儀
も
あ
ろ
う
。
血
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
そ
う
い
う
場
面

で
頻
繁
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

核
家
族
化
が
進
む
と
、
都
市
部
に
分
散
し
た
遠
く
の
親
戚

が
集
ま
る
機
会
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
祭
祀
の
場
面
で
し

か
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
先
祖
が
残

し
て
く
れ
た
一
つ
の
知
恵
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

下
仰
木
の
十
王
堂
に
、
あ
る
特
定
の
家
の
親
戚
縁
者
が
集

ま
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
観
音
講
な
ど
、

こ
の
地
域
の
人
々
、
す
な
わ
ち
地
縁
で
結
ば
れ
た
人
々
が
こ

こ
に
集
う
。
そ
の
時
に
、
十
王
と
出
会
い
、
地
獄
の
話
が
あ

り
、
追
善
供
養
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
の
法
事
と
い
う
祭
祀
の

現
場
で
は
、
血
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
。

十
王
堂
は
、
地
縁
と
血
縁
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点

に
つ
な
が
る
大
切
な
場
所
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
（
ま
と
め
に
か
え
て
）

現
代
社
会
に
は
「
無
縁
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

近
代
合
理
主
義
が
成
熟
し
た
現
代
社
会
で
は
、
人
と
の
つ

な
が
り
の
煩
わ
し
さ
か
ら
逃
れ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
便

利
な
社
会
と
な
っ
た
。
一
方
、
近
世
の
村
社
会
は
、
全
く
逆

で
、
決
し
て
一
人
で
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
農
作

業
な
ど
の
生
業
も
、
衣
食
住
全
て
に
お
い
て
常
に
集
団
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
集
団
を

う
ま
く
つ
な
ぐ
た
め
の
手
段
と
し
て
、
祭
礼
や
講
な
ど
が
民

間
信
仰
の
一
部
と
し
て
必
然
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
十
三
仏

信
仰
に
見
ら
れ
る
追
善
供
養
も
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
必
要

で
あ
っ
た
の
だ
。

近
代
社
会
を
迎
え
る
と
、
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
機
能

分
化
が
進
み
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
全
く
個
人
で
生
活
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
村
社
会
の
し
が
ら
み
か
ら
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
人
々
は
そ
れ
を
自
由
で
、
解
放
さ
れ
た
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
、
現
代
で
は
「
無
縁
社
会
」
と
呼
ば
れ
一
つ
の
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
孤
独
死
の
定
義
は
難
し
く
そ
の
統

計
が
と
り
に
く
い
と
い
う
が
、
年
間
の
孤
独
死
の
数
は
三
万

人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。数
字
だ
け
み
て
も
、「
無
縁
社
会
」

の
到
来
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

祭
り
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
行
事
な
ど
は
、
そ
の

地
域
が
持
つ
固
有
の
大
切
な
文
化
で
あ
る
。
今
回
取
材
を
し

た
「
十
王
堂
」
に
は
貴
重
な
地
域
文
化
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

追
善
供
養
や
観
音
講
な
ど
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
地
縁
や
血

縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、「
無
縁
社
会
」
と
い
う
社
会
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の

糸
口
で
あ
る
と
い
え
る
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
に
よ
り
、
地
域
の
人
々
が
集
ま
り
に
く
い
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
神
仏
に
す
が
り
な
が
ら
、
感
染
へ

の
不
安
を
和
ら
げ
、
孤
独
を
乗
り
越
え
助
け
合
っ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

十
王
堂
に
内
包
さ
れ
る
文
化
財
、
行
事
は
地
域
の
人
々
を

つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
持
ち
、
ゆ
え
に
今
後
も
大
切
に
守
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
下
仰
木
観
音
講
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、
取
材
に
同
行

い
た
だ
い
た
東
光
寺
住
職
の
志
井
浩
順
様
、
東
光
寺
世
話
方

の
山
村
修
三
様
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

註
1
． 

瀬
川
欣
一
「
無
縫
塔
」『
近
江　

石
の
文
化
財
』
サ
ン
ラ
イ
ズ

出
版　

二
〇
〇
一
年

2
． 

深
田
亮
三「
首
切
地
蔵
」『
ふ
る
さ
と
仰
木　

－
古
老
が
語
る
－
』　

仰
木
史
跡
会
編
集
・
発
行　

一
九
九
四
年

3
． 

首
切
り
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
場
所
は
、
旧
道
を
東

に
下
り
、
現
在
の
湖
西
道
路
を
越
え
る
歩
道
橋
の
手
前
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
旧
道
は
、
明
治
二
十
六
年
に
当
時
の
仰
木
村

の
玉
井
縫
右
衛
門
村
長
と
北
村
見
吉
助
役
の
尽
力
に
よ
っ
て
現

在
の
仰
木
に
通
じ
る
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
使
わ
れ

な
く
な
り
、
現
在
は
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

4
． 

田
中
文
雄
「
中
国
の
死
後
世
界
と
十
王
信
仰
」『
十
三
仏
の
世

界
―
追
善
供
養
の
歴
史
・
思
想
・
文
化
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇

一
二
年

5
． 

児
玉
義
隆
「
十
三
仏
石
造
資
料
の
梵
字
」『
十
三
仏
の
世
界
－

追
善
供
養
の
歴
史
・
思
想
・
文
化
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
一
二

年

6
． 

渡
会
瑞
顕
「
十
三
信
仰
と
は
」『
十
三
仏
の
世
界
－
追
善
供
養

の
歴
史
・
思
想
・
文
化
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
一
二
年

7
． 

加
藤
賢
治
「
里
山
の
民
間
信
仰　

―
仰
木
の
地
蔵
信
仰
に
つ
い

て
―
」『
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第

七
号　

二
〇
一
八
年

 

泉 

武
夫
・
加
須
屋
誠
・
山
本
聡
美
編
著　

金
井
杜
道
撮
影
『
国

宝
六
道
絵
』
中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
七
年

8
． 

熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
は
、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
各
地
で
活
動
し
た
熊
野
比
丘
尼
が
携
行
し
、
絵
解
き
を

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
絵
画
で
あ
る
。
地
獄
極
楽
図
と
も
呼
ば

れ
、
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
描
か
れ
た
地
獄
図
や
極

楽
図
に
加
え
て
六
道
絵
の
系
譜
か
ら
天
上
・
人
間
・
修
羅
・
餓
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鬼
・
畜
生
・
地
獄
の
六
道
に
、
仏
・
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
の
四

聖
界
を
併
せ
て
十
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
の
一
生
と
死

後
の
世
界
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
臨
場
感
を
持
っ
て
象
徴
的
に

描
か
れ
、
当
時
の
人
々
の
死
生
観
を
醸
成
し
た
。

9
． 

小
栗
栖
健
治
『
地
獄
絵
の
世
界
』
河
出
書
房
新
社　

二
〇
一
三

年

10
． 

松
崎
慈
恵
「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
十
三
仏
と
追
善
供
養
－

功
利
主
義
的
考
察
－
」『
十
三
仏
の
世
界
－
追
善
供
養
の
歴
史
・

思
想
・
文
化
』
ノ
ン
ブ
ル
社　

二
〇
一
二
年
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